職種：保全実務　　　職務：保全作業
【概要】
プラントメンテナンス業における保全実務職種とは、保全に伴う実働部隊（ライン）であり、保全作業と保全管理の２職務に区分される。その中の保全作業は、現場における保全活動であり、顧客の要望であるプラントの生産能力を維持するために行う、点検・検査、補修作業、作業の安全・工程管理、劣化防止、突発故障と対策等の保全活動を行うことが仕事の内容である。
【仕事の内容】
（１）すべての作業において、安全確保が第一の前提となる。そのために必要な安全知識や、高い意識を保ち、現場チームとして一体となった安全な作業が求められる。

（２）補修作業においては、顧客企業の生産設備及び生産ルールを正確に把握し、安全に配慮した上で作業範囲・作業手順を確定し、設備の停止、補修作業、再稼働といった流れに沿って、適切な保全活動の実施が求められる。そのためには、必要知識、技能を保持した上で、保全管理活動から求められる目標や計画を理解し、実行して、自らが提案や、是正による改善を行うことが仕事の内容である。

（３）点検においては、正確かつ効率的な点検を実施し、顧客の生産設備の異常を早期発見し、被害の最小化、必要な補修の提案を行うことが仕事の内容となる。

（４）突発故障対策においては、突発的な顧客生産設備の故障時において顧客の生産活動への損害を最小限にするために、迅速に判断し、チームワークによる早急な復旧を行うことが仕事の内容となる。

【求められる経験・能力】
（１）作業の前提として、労働基準法や安全衛生法等の法律知識、顧客プラントの安全、保安ルールの理解に関する知識が必要である。

（２）補修作業及び点検において、メンテナンスを行うために対象とする設備ごとに必要となる電気、機械等の技術知識とメンテナンス技能が必要である、

（３）現場作業において、常に目標や工程、作業内容を理解し、問題発生時は早期にチームによる対応により解決していく能力経験が必要である。

【関連する資格・検定等】

○国家資格

　・電気工事士

・危険物取扱者、クレーン運転士

　・機械保全技能士、油圧装置調整技能士

○労働安全衛生法による免許

　・ガス溶接作業主任者

○技能講習

　・特定化学物質及び四アルキル鉛等作業主任者、酸素欠乏・硫化水素危険作業主任者、

足場の組立て等作業主任者、有機溶剤取扱等作業主任者、石綿作業主任者、玉掛作業者
○特別教育

　・玉掛作業、クレーン作業等
○その他

　・設備維持管理士（社団法人石油学会）

　・溶接管理技術者、溶接作業指導者、溶接技能者（社団法人日本溶接協会）
【労働省職業分類（小分類）との対応】

　　０３　機械・電気技術者

　　０３４　電気技術者

　　０３５　電気通信技術者


